
滋
賀
・大
成
亥
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
長
浜
市
大
戊
亥
町

・
勝
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
働
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
士
［
田
秀
則

・
重
田
　
勉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
末
ｉ
九
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
戊
亥
遺
跡
は
琵
琶
湖
の
北
東
部
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
北
方
に
は
湖
北

の
大
流
、
姉
川
が
流
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
長
浜
平
野
に
は
姉
川
の
氾
濫
に
よ

り
無
数
の
支
流
が
形
成
さ
れ
、

発
掘
調
査
に
お
い
て
も
多
数
確

認
さ
れ
て
き
た
。
当
遺
跡
で
は

過
去
の
調
査
に
お
い
て
、
人
形

代

。
斎
串
な
ど
の
祭
祀
遺
物
や

比
較
的
規
模
の
大
き
い
掘
立
柱

浜

建
物
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

帳

公
的
施
設
の
存
在
が
考
え
ら
れ

て
き
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
？
平
安
時
代
初
頭
の
遺
物
を
包
含
す
る
自
然

流
路
や
、
若
干
時
期
が
新
し
い
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
自
然
流
路
か

ら
は
多
量
の
祭
祀
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
人
形
代
二

一
点
、

斎
串
五
〇
点
以
上
、
そ
の
他
祭
祀
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
木
製
品

。
鉄
製
品

・
動
物
遺
存
体
な
ど
が
あ
る
。
土
器
も
多
量
に
あ
り
、
主
に
須
恵
器
と
土
師
器

で
あ
る
が
、
須
恵
器
の
形
態
を
有
し
た
土
師
器
、
い
わ
ゆ
る
湖
北
地
方
独
特
の

「赤
い
須
恵
器
」
や
、
墨
書
土
器

（判
読
不
能
）、
奈
良
三
彩
な
ど
も
あ
る
。
木

簡
は
こ
の
自
然
流
路
か
ら
出
上
し
た
。

な
お
、
祭
祀
遺
物
は
遺
存
状
態
が
良
好
で
、
祭
祀
の
行
な
わ
れ
た
場
所

（今

回
の
調
査
地
点
よ
り
や
や
上
流

【北
東
方
向
〕
か
）
か
ら
の
移
動
距
離
も
短
い
と
考

え
ら
れ
る
。
当
時
の
祭
祀
形
態
を
そ
の
ま
ま
保

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
貴

重
な
資
料
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
当
遺
跡
の
東
方
に
は
、
第

一
。
第
二
次
の
坂
田

郡
衛
推
定
地
と
さ
れ
る
、
大
東
遺
跡

・
官
司
遺
跡
が
あ
り
、
今
回
出
上
し
た
遺

物
は
諸
国
大
祓
に
伴
う
も
の
と
み
る
考
え
方
も
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
＜
播
寸
椋
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（子
Ｘ
］叉
卜
ｏ開

木
簡
は
頭
部
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
荷
札
状
の
も
の
で
、
下
端
部
は
欠
損

し
て
い
る
が
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
形
状
を
と
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
完
形
の

長
さ
を
大
き
く
下
回
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
四
宇
め
は

「伴
」

の
可
能
性
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
田
　
勉
）



1993年出土の木簡

ロ

S CM ~

木

簡

研

究

第
一
響

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

木

　
充

一
九
九

一
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
　
平
城
京
東
市
跡

推
定
地
　
唐
招
提
寺
　
藤
原
京
跡
　
飛
鳥
池
遺
跡
　
四
条
遺
跡
　
長
岡
京
跡
ω

長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
０
　
」込
所
遺
跡
　
木
津
川
河
床
遺
跡
　
大
坂
城
跡

住
友
銅
吹
所
跡
　
桑
津
遺
跡
　
圭亀
華
寺
跡
　
高
槻
城
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡

房
風
遺
跡
　
長
田
神
社
境
内
遺
跡
　
宅
原
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
０
　
袴
狭
遺
跡
②

（旧
坪
井
遺
跡
）

光
明
寺
遺
跡
　
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
西
河
原
遺
跡
　
湯
ノ

部
遺
跡
　
石
川
条
里
遺
跡
　
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
　
小
茶
円
遺
跡
　
富
沢
遺
跡

多
賀
城
跡
　
円
福
寺
遺
跡
　
田
道
町
遺
跡
ｃ
地
点
　
上
荒
屋
遺
跡
　
山
田
郷
内

遺
跡
　
稲
城
遺
跡
　
苦
野
口

（鯉
山
小
）
遺
跡
　
一三
日
市
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡

空
港
跡
地
遺
跡

（第
３
工
区
）
　

雀
居
遺
跡
　
興
善
町
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
四
）

平
城
宮
跡

（第
五
〇

・
五

一
・
五
二
・
六
三
次
）
　

上
田
部
遺
跡

郡
家
今
城
遺
跡
　
郡
家
川
西
遺
跡
　
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
　
一局
瀬
遺
跡

考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
　
章

八
購
林
遺
跡
等
新
潟
県
内
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
［口
一

木
上
と
片
岡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
次
郎

下
級
国
司
の
任
用
と
交
通
十
二
条
大
路
木
簡
を
手
が
か
り
に
―
　
　
鈴
木
　
景
二

「
敦
鰹
漢
簡
」
研
究
の
現
状
と
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
昌
之

彙
報

頒
価
　
四
五
〇
〇
円
　
〒
五
〇
〇
円




